
皆さんの中で糖尿病という病気を聞いたことがないという方はいらっしゃらないと思います。しかし、これほど名前が知られている割に甘く見られている病気もありません。
糖尿病は血液の中のブドウ糖の濃度である血糖が上がる病気です。血糖が上がると短期的にはのどが渇く、尿の回数が増える、何となく体がだるい、といった症状がでますが、これらの症状はしばらくすると慣れてしまってあまり感じられなくなるため、患者さんの多くが「どうもない」といわれます。どうもこのあたりがなかなか病院へ受診して頂けなかったり、治療が中断してしまったりという一番の原因のようです。しかし、症状がなくても高血糖は全身の血管に悪影響を及ぼし、血管の老化である動脈硬化を急速に進行させます。すると太い血管を中心に血管が詰まりやすくなるため心筋梗塞や脳梗塞の発症率が何倍にも上がります。また、この変化は通常の老化では来にくい細い血管にも及ぶため、細い血管が集まっている臓器、目や腎臓等で出血や梗塞が頻発し、視力障害や腎機能低下を来すことになります。これらの変化はゆっくり進行するため症状が出現するのに数年以上かかりますが、一度表に出るとその進行は意外に速い上に回復が難しい。ですから症状が出てから病院へ行くのでは間に合いません。実際、何となく眼鏡が合わなくなったという症状で初診され、２週間で失明した方もいらっしゃいます。現在、失明する方、腎機能障害から人工腎臓による透析療法を導入される方とも原因疾患の第１位は糖尿病となってしまっているのです。
これで糖尿病の怖さがわかって頂けたと思います。でも、皆さん、糖尿病は贅沢病だ、自分とは関係ないと思っていませんか。残念ながらそうではありません。平成14年度の実態調査では糖尿病とその予備軍の方まで併せるとその数は実に1600万人以上とされており、なんと日本国民の6人に1人が糖尿病あるいはその予備軍という結果が示されています。また、近年の調査では糖尿病予備軍の方でも健常者に比べると脳梗塞や心筋梗塞という大血管障害のリスクは既に上昇しているという結果が得られており、まだ糖尿病が軽いから大丈夫というわけにもいかなくなっているのです。
では、どうすればよいのでしょうか。
病気は大きく分けると２種類に分けられます。一つは、症状が出て病院を受診し、治療によってよくなるもので、一般に皆さんが考える病気がこちらです。でも病気にはもう一つあるのです。それは症状が出ないうちに病院を受診して治療を開始し、症状の出現、増悪を予防する病気で、こちらの代表が糖尿病というわけです。普段から食生活の乱れをなくし運動の習慣を作りましょう。そして定期的に検診を受けるようにし、もし血糖が高いといわれれば症状がなくても、いいえ症状がないうちにこそ医療機関を受診し、医師の指示に従うことが大切です。まだ軽いからとか、症状がないからと放っておくと後で取り返しのつかないことになりかねません。健康は無くしてから取り戻すよりも失わないようにすることが大切なのです。

